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筑
豊
炭
田
山
田
地
区

一
、

ま

え

が

き

三

宅

義

男

鉱
業
に
は
ま
ず
鉱
区
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
は
論
を
侯
た
な

い
。
従

っ

て
企
業
家
は
鉱
区
を
取
得
す
る
こ
と
に
奔
走
し
た
。
そ
の
た
め
に
お
の
ず
か
ら
競
争

が
起
り
、
殊
に
石
炭
の
好
況
時
に
は
相
当
烈
し

い
競
争
が
あ

っ
た
。
そ
れ
に
伴
う

い

ろ
い
ろ
複
雑
な
事
件
な
ど
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
は
取

得
さ
れ
た
鉱
区
が
、
永

い
間
に
、
そ
の
時
代
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
推
移
を
辿

っ

て
き
た
か
、
そ
の
変
遷

の
あ
と
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
れ
に
よ

っ
て
、
ど
の
よ
う
に
鉱
区
が
分
割
、
合
併
あ
る
い
は
増
減
区
さ
れ
た
か
、

そ
し
て
そ
の
背
景

に
は
鉱
業
法
関
係

(
こ
こ
で
は
鉱
区
に
直
接
関
係
の
あ
る
事
項
に

限
る
)
の
規
定
は
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
更
に
隣
接
鉱
区
と
の
係
わ

り
や
、
同
じ
区
域
内
で
炭
層
別
に
鉱
業
権
の
入
り
組
ん
だ
関
係
を
考
察
し
て
み
た

い

と
思
う
。

二
、
鉱
区
と
炭
層
の
概
況

山
田
市
大
字
上
山
田
地
内
に
在

っ
た
上
山
田
炭
鉱
を
中
心
と
し
た
鉱
区
の
変
遷
を

事
例
に
と
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
こ
の
地
域
の
炭
層
賦
存
状
況
の
概
要
に

つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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上
山
田
附
近
の
地
質
構
造
に
つ
い
て

ー
、
炭
層
の
状
況

(第

一
図
1
～
2
参
照
)

a
、
古
第
三
紀
層

大
辻
層
群

出
山
累
層

(厚
さ
)
三
八
〇
米

直
方
層
群

上
石
累
層
三
〇
〇
～
三
五
〇
米

竹
谷

〃

一
四
〇
～

二
〇
〇

〃

三
尺
五
層

〃

二
五
〇
～
三
六
〇

〃

大
焼

〃

三
八
〇
～
四
四
〇

〃

b
、
玄
武
岩

上
山
田
東
部
の
摺
鉢
山

(
一
名
帝
王
山
ま
た
小
富
士
)
山
頂
部
及
び
東
方

木
城
内
で
、
花
醐
岩
と
接
す
る
熊

ヶ
畑
断
層
に
沿

っ
て
、
玄
武
岩
の
噴
出

が
あ
る
。

こ
の
地
域

の
特
徴
と
し
て
、
坑
内
各
地
で
ド
ン

(本
地
域
で
は
殆
ん
ど
玄
武
岩
質
)

が
発
達
し
て
、
セ
ン
石
化
し
て
い
る
炭
層
が

非
常
に
多
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

上
山
田
炭
砿
で
は
、
下
五
尺
下
五
尺
上
層

二

部
有
煙
)
八
尺
が
大
部
分
セ
ン
石

化
、
七

ヘ
ダ
八
尺
、
上
五
尺
、
六
尺
、
七
尺

が
部
分
的
に
セ
ン
石
化
し
て
い
た
。

新
玄
王
炭
砿
で
は
、
下
八
尺
、
上
五
尺
、
七
尺
が
、
新
生
凝
砿
で
は
、
下
二
尺
、
砿

下
八
尺
が

一
般
に
セ
ン
石
化
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
炭
層
は
ド
ン
に
接
す
る
と
き
炭
層
が
著
し
く
薄
層
化
し
た
り
、
あ
る

い

は
尖
滅
し
た
り
し
て
い
る
と
き

「石
炭
が
ド
ン
に
喰
わ
れ
た
」
と
い
う
が
、
こ
の
喰
わ
れ
た

セ
ン
石
層
の
位
置
か

ら
か
な
り
離
れ
た
天
磐
内
に
、
し
か
も
全
く
ど
の
炭
層
の
位
署
で
も
な

い
と
こ
ろ
に
、

セ
ン
石
の
大
き
な
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ

っ
た
例
が

か
な
り
多
か

'ノ盤
。
つ
い
で
だ
が
、
こ

の
ポ
ケ

ッ
ト
の
こ
と
を
イ

モ
と
呼
ん
で
い
た
。

2
、
走
向
、
傾
斜
、
断
層

(第
二
図
参
照

)

古
第
三
紀
層

の

一
般
走
向
は
N
W
-
S
E

(北
西
1
南
東
)
傾
斜
N
E

(北
東
)

一
〇
～
二
〇
度
で
あ
る
が
、
本
地
域
は
筑
豊
炭
田
の
他
地
区
と
同
様
に
、
東
方
の
基

盤
岩
類
近
く
に
な
る
と
、

一
向
斜
構
造
を
な
し
、
向
斜
軸
の
方
向
は
基
盤
岩
類
と
の

問
の
断
層
の
方
向
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
い
る
。

次
に
断
層

で
あ
る
が
、
本
地
域

の
北
方
に
は
高
倉
断
層
が
あ

っ
て
、
金
国
山
山
塊

の
古
生
層

の
南
限
を
劃
し
、
そ
の
方
向
は
猪

ノ
国
の
線
を
北
西
か
ら
西
北
西
方
向
に

弧
を
描

い
て
走
り
、
そ
の
東
方
延
長
は
田
川
に
至
る
国
道
の
辺
で
南
北
方
向
の
熊
ヶ

畑
断
層
に
直
交
す
る
。

古
第
三
紀
層
内
の
断
層
は
、
全
体
と
し
て
北
西
方
向
の
も
の
が
断
然
多

い
。

筑
紫
断
層
や
猪
ノ
国
断
層
は
、

い
ず
れ
も
南
西
落
ち
、
地
表
近
く
で
は
と
も
に
垂

直
に
近
い
急
傾
斜
で
あ
る
が
、
フ
ケ
部
に
到
る
に
従

い
漸
次
緩
傾
斜
と
な
り
、
三
尺

五
尺
累
層
で
は
約
四
〇
度
前
後
で
あ
る
。

小
富
士
断
層
は
北
東
落
ち
、
時
に
落
差

一
〇
〇
米
に
も
及
ぶ
が
、
摺
鉢
山
近
く
で

急
に
消
滅
し
て
い
る
。

木
城
断
層
も
北
東
落
ち
、
甚
し

い
と
こ
ろ
は
落
差
七
五
米
に
な
る
が
、
延
長
部
は

北
西

に
も
南
東
に
も
激
減
し
、
北
西
延
長
部
は
摺
鉢
山
南
方
で
消
え
て
い
る
。

上
山
田
断
層
は
東
西
落
ち
、
傾
斜
角
は
カ
タ
部
よ
り
フ
ケ
部
が
急
で
あ
る
。

ソ
バ
畑
、
尾
浦

の
両
断
層
は
相
接
近
し
な
が
ら
平
行
し
て
走

っ
て
い
る
が
、
木
城

炭
坑
内
で
は
ソ
バ
畑
断
層
は
傾
斜
N
E
八
〇
度
落
差
三
三
米
、
尾
浦
断
層
は
傾
斜
S

E
八
〇
度
落
差
四
八
米
と
い
う
。

尾
浦
断
層
は
南
東
延
長
が
熊
ヶ
畑
北
部
で
傾
斜
S
W
六
五
度
落
差
五
五
米
と
な

っ

て
、
熊
ヶ
畑
断
層
に
切
ら
れ
て
い
る
。
北
西
延
長
は
上
山
田
北
部
で
殆
ん
ど
消
滅
す

る
が
、
恰
も
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
か
の
如
き
形
で
北
東
落
ち
の
迫

ノ
浦
断
層
が
起
こ

り
下
山
田
附
近
で
は
傾
斜
N
E
八
四
度
落
差
九
〇
米
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
断
層
が
、
上
山
田
線

(国
鉄
)
と
山
田
川
の
二
直
線
に
ほ
ぼ

平
行
し
た
形
で
、
北
か
ら
東
南
に
走
り
そ
の
延
長
線
は
熊
ヶ
畑
断
層
に
直
交
し
て
切

ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
各
累
層
の
露
頭
線
が
同
じ
方
向
に
連

っ
て

い
る
か
ら
、
各
炭

層
は

い
く

つ
も
の
断
層
で
切
ら
れ
最
後

(東
部
)
は
高
倉
断
層

に
よ

っ
て
終

っ
て
い

る
。
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こ
の
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
平
面
的
に

一
鉱
区
で
あ

っ
て
も
断
層
に

よ

っ
て
切
ら
れ
、
断
層
先
の
採
掘
が
で
き
な

い
場
合
が
多
く
、
炭
層
の
数
が
多

い
だ

け
に
、
隣
接
鉱
区

へ
の
掘
進
増
区
が
屡
し
ば
行
わ
れ
る
に
到

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
構
造
で
あ

っ
た
た
め
小
規
模

の
炭
坑
や
斤
先
掘
あ
る
い
は
請
負
式
の

採
掘
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
三
月
現
在
の
炭
砿
名
を
拾

っ
て
み
る
と
、

上
山
田
、
下
山
田
、
山
田
、
猪

ノ
鼻
、
上
山
、
筑
紫
、
木
城
、
三
友
、
岩
崎
、
新

生
、
中
山
田
、
後
藤
射
手
引
、
常
盤
、
山
下

、
城
谷
、
百
々
浦
、
筑
前
高
取
、
石
川
、

矢
坂
、
東
、
矢
浜
、
河
津
、
新
池
隈
、
そ
の
他
年
代
は
多
少
異
る
が
、
大
和
、
松
運
、

大
昇
、
笹
尾
、
大
定
、
熊
田
、
帝
炭
、
玄
王

な
ど
の
名
が
あ
り
複
雑
な
様
相
で
あ

っ

た
こ
と
が
想
像

で
き
る
。

三
、
鉱
区
の
変
遷
状
況

原
始
取
得
な
い
し
は
譲
渡
等
に
よ

っ
て
取
得
し
た
鉱
区
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
態
で

何
十
年
も
続
く
こ
と
は
少
な

い
。

今
こ
こ
に
上
山
田
炭
砿
を
主
体
と
し
て
の
鉱
区
の
変
遷
の
あ
と
を
系
統
図
に
よ

っ

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
も

っ
と
も
こ
こ
に
書
き
洩
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と
思

う
が
、
資
料

に
よ
る
確
認
が
で
き
な
い
の
で
省
略
す
る
。

(第

一
表
参
照
)

鉱
区
の
変
遷

に
つ
い
て
は
系
統
図
を
左
か
ら
右

へ
の
年
代
順
に
、
当
初
の
鉱
区
七

つ
が
左
か
ら
右

へ
の
線
を
辿
り
ど
の
よ
う
に
、
鉱
区
交
換
、
合
併
、
分
割
譲
渡
さ
れ
、

ま
た
は
減
区
、
増
区
、
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
。

そ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
説
明
を
省
略
し
、
そ
う
し
た
変
遷
過
程
の
裡
に
鉱
業

法
令
は
時
代
の
要
請
に
対
応
し
て
ど
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
た
か
な
ど
を
み
る
こ
と
に

し
よ
う
。

1

、
鉱
業
法
令
関
係
に

つ
い
て

鉱
業
法
令
は
鉱
業
の
発
達
に
伴
う
時
代
の
要
請
に
対
応
し
て
改
正
さ
れ
て

い
っ
た

も
の
と
い
え
る
の
で
、
ま
ず
鉱
区

に
直
接
関
係
あ
る
部
分
を
拾

っ
て
み
る
と
、
鉱
区

の
変
遷
過
程
の
転
機
が
概
ね
理
解
で
き
よ
う
で
あ
る
。

①
M
6

・
7

・
20

日
本
坑
法
、
始
め
て
私
人
の
借
区
が
認
め
ら
れ
た
。

侶
M
23

・
9

鉱
業
条
例
、
特
許
主
義
、
先
願
主
義
を
採
用
、
借
区
制
度

に
加
え
採

掘
権
と
し
て
永
久
の
権
利
を
認
め
る
鉱
区
制
度
と
し
た
。

こ
れ
と
前
後
し
て
中
央
大
手
資
本
が
こ
の
筑
豊
地
方
に
進
出
し
て
き
た
。
そ
し

て
鉱
区
の
獲
得
に
か
な
り
烈
し
い
競
争
が
起

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
条
例
に
よ

っ
て
共
同
鉱
業
人
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
代
の
鉱
業

権
者
に

一
八
で
な
く
数
人
の
共
同
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
屡
屡
み
ら
れ
る
の
は
そ

の
証
左
で
も
あ
る
。

斤
先
掘
の
禁
止
規
定
は
な
く
、
小
規
模
採
掘
坑
に
斤
先
掘
が
広
く
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
資
料
や
古
老
の
話
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

侶
M
38

・
3

鉱
業
法

(旧
)
こ
の
時
代
に
鉱
物
の
種
類
が
増
加
し
、
異
種
鉱
物
と

の
鉱
区
の
重
複
が
で
き
た
。
更
に
、
日
本
坑
法
に
お
け
る
試
掘
、
開
坑
は
試
掘
権

と
採
掘
権
と
い
う
形
に
な
り
、
共
に
私
権
と
し
て
不
動
産
に
関
す
る
規
定
が
準
用

さ
れ
た
。

M
38

鉱
業
抵
当
法
制
定
、
鉱
業
の
発
達
に
伴
う
資
金
調
達
に
金
融
会
社
か
ら
の

資
金
の
流
入
が
活
溌
化
し
た
が
、
ま
た
鉱
区
獲
得
の
手
段
と
し
て
、
試
掘
権
設
定

が
増
加
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
M
44

鉱
業
法

一
部
改
正
、
鉱
業
法
に
掘
進
増
区
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
れ
に

よ

っ
て
、
殊
に
二
重
鉱
区
間
で
特
定
炭
層
に
つ
い
て
の
掘
進
増
区
に
よ
る
増
区
や

減
区
が
旺
ん
に
行
わ
れ
、
相
互
の
鉱
区
の
再
編
成
が
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

⑤
S
13

重
要
鉱
物
増
産
法
制
定
、
戦
時
体
勢
に
入
り
、
戦
力
と
し
て
の
石
炭
増
産

の
必
要
か
ら
斤
先
掘
は
事
実
上
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
傾
向
を
辿

っ
た
。

(判
例
そ
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(第1図)-1炭 層 と断 層(略 図)

(旧三菱上山田立坑附近をめぐる南西一北東線)

(第1図)-2(新 上山炭坑、木城炭坑鉱区をさぐる南西一北東線)
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(
第
2
図
)
本
区
域
の
断
層
状
況
略
図

関

ρ

の
他
)

⑥
S
16

鉱
業
法

一
部
改
正
、
聞
隔
地
は
原
則
と
し
て
設
け
な

い
こ
と
に
な
り
、
鉱

業
権
者
は
競

っ
て
間
隔
地
に
対
し
増
区
の
出
願
を
行

っ
た
。

⑨
S
23

・
7

石
炭
鉱
業
臨
時
措
置
法
制
定
、
戦
後
疲
弊
し
た
石
炭
復
興
の

一
助
と

し
て
、
「使
用
権
」
の
設
定
を
認
め
た
。

⑧
S
25

・
12

鉱
業
法

(新
)
公
布
、
「租
鉱
権
」
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て

一
鉱
区
内

に
数
個
の
租
鉱
権
が
設
定
さ
れ
た
例
も
あ
り
、
そ
の
外

一
獲
千
金
組
に

よ
る
斤
先
掘
と
み
ら
れ
る
形
態

の
下
請
稼
行
が
か
な
り
増
え
て
跡
を
断
た
な
か

っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
坑
命
乃
至
操
業
期
間
は
極
め
て
短
く
、
相
次

い
で
消
え

て
い
っ
た
。

2
、
隣
接
鉱
区
と
の
関
係

系
統
図
で
は
、
横
に
左
か
ら
右

へ
年
代
の
推
移
に
よ
る
変
遷
を
記
載
し
、
タ
テ
に

鉱
区
相
互
間
の
増
減
区
関
係
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
は
前
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る

が
、
こ
の
表

に
み
る
が
如
く
、
永

い
年
月
の
間
に
は
、
そ
の
鉱
区
自
体

の
分
割
や
合

併

の
ほ
か
に
隣
接
鉱
区
と
の
間
に
お
い
て
如
何
に
多
く
の
増
減
区
が
行
わ
れ
た
か
そ

の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
尚
こ
の
表
は
上
山
田
炭
鉱

に
直
接
関
係
の
あ
る

部
分
を
拾

っ
た
も
の
で
、
他
の
鉱
業
権
者
相
互
間
に
お
け
る
同
様
の
こ
と
を
併
せ
考

え
る
と
、
本
地
域
の
鉱
区
の
変
遷
が
非
常
に
複
雑
な
こ
と
が
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
は
上
山
田
附
近
の
地
質
構
造
に
つ
い
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
断
層
に
よ

っ
て
炭
層
が
分
断
さ
れ
、
実
際
の
稼
行
に
当

っ
て
支
障
が
多
か

っ
た
そ
の
自
然
条
件

に
因
る
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

3
、
租
鉱
枚
設
定
状
況

上
山
田
炭
砿
関
係
の
租
鉱
権
は
別
紙
第
二
表
の
通
り
、

本
地
域
に
租
鉱
権
の
多
か

っ
た
の
は
木
城
炭
坑
鉱
区
で
昭
和
二
五
年
山
田
市
内
の

租
鉱
権
炭
坑
十
二
坑
の
う
ち
五
坑
が

こ
の
木
城
炭
坑
鉱
区
内
に
あ

っ
た
。
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右
十
二
坑
と
い
う
の
は
、
百

々
浦
、
岩

崎
、
射
手
引
、
常
盤
、
後
藤
、
山
下
、
城

谷
、
河
津
、
矢
浜
、
矢
坂
、
石
川
、
東
で
、
こ
れ
と
鉱
業
権
炭
砿
十
三
坑
を
加
え
る

と
二
十
五
の
炭
砿
が
あ

っ
た

こ
と
に
な
る
。

ま
た
昭
和
二
十
六
年
現
在
で
は
鉱
業
権
炭
砿
十
坑
、
使
用
権
九
坑
、
斤
先
坑
六
坑

合
せ
て
二
十
五
坑
あ

っ
た
と
い
う
。

(山
田
町
誌
)

右
は
租
鉱
権
と
使
用
権
が
前
後

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
要
す
る
に
租
鉱
権
や
斤
先

掘
が
乱
立
し
て
い
た
と
み
る
べ
く
、
そ
の
正
体
は
正
規
の
手
続
を
済
ま
さ
ず
請
負
掘

の
よ
う
な
も
の
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

木
城
区
域
に
小
規
模
経
営
の
炭
坑
が
乱
立
し
て
、
消
長
を
辿

っ
た
こ
と
は
、
こ
の

区
域

の
炭
層
状
況
と
深

い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
こ
の
地
区
内
の
炭
層
の

露
頭
線
は
深
部
炭
層
か
ら
鬼
石
-
上
五
尺
、
下
五
尺
、
二
尺
、
上
八
尺
、
無
煙
五
尺
、

チ
リ
メ
ン
五
尺
、
上
二
尺
、
山
張
ー
竹
籔
五
尺
、
竹
籔
八
尺
の
順
に
接
近
し
て
、
北

西
と
南
東

(熊

ヶ
畑
地
内

)
へ
と
流
れ
て

い
る
。

そ
し
て
、
尾
浦
断
層
と
ソ
バ
畑
断
層
に
逢
着
し
、
更

に
木
城
断
層
に
よ

っ
て
、
炭

層
状
況
は
著
し
く
変
化
し
て
い
る
。

ま
た

一
部

に
は
セ
ン
石
化
し
て
、
炭
層

が
尖
滅
し
た
り
、
薄
層
化
し
た
り
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
加
う
る
に
採
掘
可
能
の
区
域
も
狭
少
で
あ
る
た
め
、
か
か
る
小
規

模
経
営
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

い
わ
ば
小
規
模
炭
坑
の

経
営
に
あ
つ
ら
え
向
き
の
地
区
で
あ

っ
た

わ
け
で
あ
る
。

四
、
隣
接
鉱
区
間
の
問
題
な
ど

隣
接
鉱
区
間
に
お
い
て
は
掘
進
増
区
の
問
題
が
多
か

っ
た
が
、
そ
れ
に

つ
い
で
間

隔
地
の
問
題
、
そ
れ
と
同
じ
鉱
区
内
に
設
定
さ
れ
た
租
鉱
権
ま
た
隣
接
鉱
区
内
の
租

鉱
権
と
の
問
題
も
あ

っ
た
。

1

、

掘

進

増

区

に

つ

い

て

旧
鉱
業
法
第
三
十
六
条
に
は
、
掘
進
の
た
め
に
す
る
増
区
と
訂
正
の
二
つ
の
場
合

を
規
定
し
て
い
る
。

系
統
図
に
お

い
て
、
旧
法
時
代
の
増
減
区
は

(当
時
の
両
者
間
契
約
の
内
容
経
緯

な
ど
不
詳
で
あ
る
が
)
自
己
の
鉱
区
か
ら
隣
接
鉱
区

の
特
定
の
炭
層

へ
現
実
に
掘
進

し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
将
来

へ
の
展
望
に
立

っ
た
増
区
で
あ
り
、
あ
る
い
は
鉱
業

権
の
消
滅
し
た
も
の
を
早
目
に
併
合
し
て
お
く
目
的
で
な
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。

旧
法
第
三
十
六
条
で
は

「鉱
業
権
者
は
隣
接
鉱
区
の
鉱
業
権
者
及
び
抵
当
権
者
の
承
諾
を
得
た
る
と
き
は
、

そ
の
鉱
区
に
掘
進
す
る
た
め
増
区
を
出
願
す
る
こ
と
を
得
、

鉱
床
の
位
置
形
状
に
よ
り
隣
接
鉱
区
に
掘
進
す
る
に
非
ざ
れ
ば
鉱
利
を
保
護
す
る

こ
と
能
は
ざ
る
場
合
に
於
て
は
其
の
鉱
業
権
者
の
承
諾
を
経
て
鉱
区
の
訂
正
を
出
願

す
る
こ
と
を
得
、
此
の
場
合
に
於
て
は
鉱
業
権
者
は
正
当
の
理
由
な
く
し
て
其
の
承

諾
を
拒
む
こ
と
を
得
ず
、
」

と
あ
る
が
、
そ
れ
が
新
法
に
な
る
と
、
掘
進
増
区
の
規
定
は
掘
進
と
訂
正
が

一
本

化
さ
れ
、
鉱
業
権
者
及
び
抵
当
権
者
の
承
諾
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
、
鉱
業
権
者
及

び
抵
当
権
者
は

「正
当
の
事
由
が
な
け
れ
ば
そ
の
承
諾
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な

い
」

と
し
て
、
掘
進
増
区
せ
ん
と
す
る
側
の
保
護
優
先
に
傾

い
た
観
が
あ
る
。

こ
の
頃
で
は
隣
接
鉱
区
関
係
が
随
分
と
緊
迫
し
た
時
代
背
景
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
が
、

掘
進
鉱
区
側
か
ら
の
不
測
の
侵
掘
事
件
も
発
生
し
、
事
後
承
諾

の
已
む
な
き
に
到
り

掘
進
増
区
と
し
て
片
付
け
れ
ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
侵
掘
に
よ
る
被
害
問
題
も

あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
こ
の
系
統
図
に
は
現
わ
れ
て
い
な

い
が
、
他

の
鉱
区
に
於

い
て
あ
る

い
は
正

規
の
手
続
を
経
ず
し
て
小
範
囲
の
事
実
上
の
掘
進
増
区
が
随
所

に
複
雑
な
関
係
で
行

わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
法
悪
用
の
弊
害
も
多
か

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
明
治
四
十
四
年
法
律
を
以

っ
て
追
加
さ
れ
た
掘
進
増
区
の
規
定
自
体
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第1表 鉱区 変遷 系統 図

M38.3鉱 業法(旧)

M44.一 部 改正
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第2表 租鉱権(上 山田炭砿関係)

租 鉱 区

No.

52

53

185

451

643

権 者 名

松 岡 運

(中山田)同 上

(百々浦)
井 上 馨

福 菱

佐 々 木 一

設 定 日

25.1.7

25.1.7

25.5.19

30.7.18

34.4.30

満了または
放棄年月日

放

28.12.3

満

28.1.7

満

28.5.19

満

31.5.18

満

37.4.30

面 積

7,000
坪

10,000

14,500

241

a

864

a

設 定 炭 層 名

竹 ヤ ブ 八 尺

竹 ヤ ブ 八 尺

五 尺 、三尺 、
七 ヘ ダ、八尺

本層群
上五尺～下五尺

三尺、七ヘダ八尺

第3表 炭層と炭層別権利者の状況(一 部) (日召37.4)

層
群

直

方

層

群

累
層 炭 層 名

上

石

累

層

尺 ナ シ 層

尺 ナ シ 下 層

七 ヘ ダ 五 尺

臭 石 層

下 臭 石 層

竹

谷

累

層

尺 無 層

竹ヤブ八尺上層

竹ヤブ八尺下層

竹ヤブ五 尺 層

上 三 尺 層

四 尺 上 層

四 尺 下 層

五

尺

累

層

七 尺 層

二 尺 層

.

⊥
/、 尺 層

上 五 尺 層

八 尺 層

下 五 尺

大

焼

累

層

五 尺 層

三 尺 層

七 ヘ ダ 八 尺

山丈

m

0.72

0.33

1.94

1.49

1.48

1.00

1.23

1。59

2.07

0.67

2.89

2.38

2.65

1.98

1.98

0.98

1.95

炭丈

m

0.57

O.33

1.49

1.22

1.09

0.63

0.81

1.32

1.80

0.67

2.02

1.67

2.34

1.49

1.49

0.80

1.30

地 点 別 炭 層 の 権 利 者(図 面略)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17



は
、
鉱
業
手
続
上
の
問
題
で
、
制
定
の
趣
旨
も
鉱
業
家
を
保
護
し
且

つ
事
務
の
簡
捷

を
計
る
た
め
の
便
宜
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
外
国

の
法
制
に

も
稀
有
な
規
定
で
あ
る
と
き

い
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
余
り
に
も
便
宜
主
義
に
傾

い
て
、
案
外
容
易
に
掘
増
が
行
わ
れ
、
場

合
に
よ

っ
て
は
相
手
構
わ
ぬ
侵
掘
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

上
層
と
下
層
の
夫
々
の
異
権
利
者

の
採
掘

に
つ
い
て
調
整
規
定
が
な
く
、
こ
の
規

定
に
よ

っ
て
鉱
区
が
境
界
線
の
直
下
を
限
り

と
し
て
地
下
無
制
限
の
深
さ
に
及
ぶ
と

い
う
原
則
が
破
れ
、
同

一
鉱
区
が
鉱
床
に
よ

っ
て
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
重
鉱
区
、

三
重
鉱
区
の
関
係
が
複
雑

に
生
じ
た
。
兎
に
角
、
掘
進
増
区
の
規
定
は
実
態

に
則
し

て
も

っ
と
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た

か
と
思
う
。

2

、

間

隔

地

の

問

題

旧
鉱
業
法
で
鉱
区
間
に
間
隔
地
を
設
け
る
所
謂
十
間
間
隔
地
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
測
量
の
誤
差
等
に
よ
り
他
人
の
鉱
区
を
侵
害
し
、
あ
る
い
は
坑
内

水
、
坑
内
火
災
の
発
生
の
虞
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
危
害
を
防
止
す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
き
い
て
い
る
。

処
が
、
昭
和
十
六
年
五
月
原
則
と
し
て
鉱
区
間
に
間
隔
地
を
設
け
な

い
こ
と
に
改

め
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、

一
律
に
間
隔
地
を
存
置
す
る
た
め
、
鉱
利
の
損
失
を
招
く
こ
と
が
多

い

と
い
う
理
由
の
よ
う
で
あ
る
。
戦
争
と

い
う
非
常
時
で
あ

っ
た
か
ら
、
鉱
利
を
守
り
、

少
し
で
も
増
産

に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

事
情
尤
も
な
こ
と
だ
が
、

一
般
に

「原
則
と
し
て
」
は
、
そ
れ
が
通
常
と
な
り
但
書

の
方
は
次
第
に
影
が
薄
く
な
り
が
ち
な
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
戦
時
中
は
増
産
に

追
わ
れ
、
保
安
防
災
に
は
手
が
廻
り
か
ね
た
時
代
で
あ

っ
た
か
ら
、
石
炭
層
が
黒
く

光

っ
て
い
る
の
を
目
の
前

に
見
た
ら
、
間
隔
地
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
掘
り
ま
く

っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
炭
砿
社
会
で
然
も
坑
内
現
場
で
は
原
則
論

は
通
用
し
な

い
と

い
っ
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

3
、
租
鉱
権
の
問
題

昭
和

二
十
五
年
十
二
月
新
鉱
業
法
が
公
布
さ
れ
、
租
鉱
権
制
度
が
認
め
ら
れ
た
。

然
し
、
小
規
模

の
採
掘
に
は
、
小
炭
坑
の
風
習
に
そ
ぐ
わ
な

い
対
官
庁
手
続
の
煩
環

も
あ

っ
て
、
依
然
と
し
て
斤
先
掘
が
跡
を
断
た
な
か

っ
た
。

小
炭
坑
で
は
、
鉱
業
条
例
の
頃
か
ら
旧
鉱
業
法
に
到
る
ま
で
斤
先
掘
禁
止
の
規
定

が
な
く
黙
認
さ
れ
た
実
態
で
あ

っ
た
か
ら
、
旧
態
然
と
し
た
小
炭
坑
の
経
営
者
に
は
、

新
鉱
業
法
発
令
後
で
も
斤
先
掘
即
ち
請
負
掘
は
常
套
手
段
で
あ

っ
た
。
然
か
も
狭

い

区
域
の
限
ら
れ
た
炭
層

の
残
炭
区
域
を
採
掘
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
そ
の
経
営
期

間
も
極
め
て
短
く
、
且

つ
炭
況
如
何
で
は
す
ぐ
に
中
止
す
る
よ
う
な
実
情
で
あ

っ
た
。

そ
の
よ
う
な
事
情
で
あ

っ
た
か
ら
、
苦
境
に
遭
う
と
、
や
や
も
す
れ
ば
隣
接
鉱
区

へ
の
侵
掘

に
な

っ
た
り
、
故
意

の
盗
掘
も
あ

っ
て
、
よ
く
問
題
を
起
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
小
炭
坑
同
志
の
間
で
起
る
と
、
両
者
の
紛
争

に
な

っ
た
り
、
時

に
は

警
察
沙
汰
に
も
な

っ
た
り
し
た
。

古

い
時
代

(
明
治
か
ら
大
正
初
期
)
に
於

い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
紛
争
事
件
に
炭

坑
主

(親
分
)
が
多
勢
の
従
業
員

(
子
分
)
を
動
員
し
て
対
決
し
た
と

い
う
話
も
聞

い
た
が
、
本
論
か
ら
外
れ
る
の
で
割
愛
す
る
。

租
鉱
権
で
は
、
そ
の
区
域
の
終
掘
や
期
間
の
満
了
に
よ

っ
て
稼
行
を
止
め
た
あ
と

は
放
棄
さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

あ
と
の
災
害
防
止
、
鉱
害
処
理
な
ど
、
た
と
え
両
者
間
に
特
約
が
あ

っ
て
も
最
終

的
に
は
鉱
業
権
者
の
責
任
に
帰
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
わ
け
だ
が
、
租
鉱
区

の
採
掘

状
況
は
充
分
な
把
握
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
処
理
上
種
々
支
障
が
あ

っ
た

よ
う
で
あ
る
。

炭
砿
の
石
炭
生
産
現
場
が
地
下
で
あ
る
た
め
目
が
届
か
な

い
と

い
う
こ
と
も
あ

っ

て
、
と
か
く
官
庁
の
監
督
は
や
や
も
す
る
と
消
極
的
で
後
手
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が

多
か

っ
た
感
じ
も
す
る
。
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五
、
む
す
び

掘
進
増
区
、
間
隔
地
撤
廃
、
租
鉱
権

(斤
先
掘
、
使
用
権
を
含
め
て
)
の
制
度
は
、

鉱
利
の
損
失
を
防
ぐ
と
い
う
大
乗
的
見
地
か
ら
出
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
結
果

は
、
大
企
業
の
広

い
鉱
区
な
ど
は
別
と
し
て
、
狭
少
な
地
域

の
鉱
区
で
は
、
や
た
ら

に
鉱
区
の
細
分
化
が
進
み
複
雑
化
し
て
し
ま

っ
た
観
も
見
受
け
ら
れ
る
。

筑
豊
に
は
、
観
念
的
に
大
中
小
の
大
ま
か
な
炭
砿
区
分
が
あ
る
が
、
鉱
区
が
タ
テ

と
ヨ
コ
に
細
分
化
に
稼
行
さ
れ
、
余
り
に
も
鉱
業
人
が
多
過
ぎ
た
感
じ
が
す
る
。
そ

し
て
大
か
ら
中
に
更
に
中
か
ら
小

へ
と
移
り
、
そ
の
間
残
炭
量
を
可
能
の
限
り
採
り

蓋
し
た
と
い
う
利
点
は
あ
ろ
う
が
、
他
面
に
お
い
て
そ
の
多
く
が
乱
掘
に
終

っ
た
弊

を
残
し
た
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。

閉
山
あ
と
の
鉱
害
問
題
に
つ
い
て
も
、
種

々
関
連
が
あ

っ
て
困
難
に
し
て
い
る
こ

と
も
あ
ろ
う
。

黒
ダ
イ
ヤ
時
代
の
流
れ
を
追
想
し
て
、

こ
こ
に
鉱
区
変
遷
の
跡
を
追

い
、
併
せ
て

炭
層
別
に
鉱
業
権
を
異
に
し
て
い
た
態
様
を
捉
え
、
ま
た
鉱
区
関
係
の
諸
事
項
に
つ

い
て
述
べ
た
次
第
で
あ
る
。

こ
の
外
に
妨
害
出
願
の
こ
と
や
鉱
業
権
者

自
体

の
防
衛
出
願
な
ど
の
こ
と
も
あ
る

が
他
の
機
会

に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
最
後
に
炭
層
と
炭
層
別
権
利
者
の
状
況
の

一
例

と
し
て
第
三
表
を
添
付
し
よ
う
。

(補
足
)

○
系
統
図
に
示
す
鉱
区
の
分
割
、
合
併
な
ど

の

一
件
ご
と
に
つ
い
て
の
説
明
は
省
略

し
た
。

○
文
中

「…
…
し
た
よ
う
で
、
」
と
い
う
具
合
に
漠
然
と
し
た
よ
う
な
記
述
に
し
た

の
は
、
嘗
て
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
現
在
そ
の
確
た
る
記
録
が

見
当
ら
な

い
の
で
、
敢
て
そ
う
し
た
表
現
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

本
記
述
は
山
田
地
区
に
限

っ
た
も
の
で
あ

る
爲
念
。

(参
考
文
献
、
資
料
)

○
山
田
町
誌

○
鉱
業
法
研
究

昭
和
九

・
有
斐
閣
、
著
者

塩
田
環

○
日
本
鉱
業
法
精
義

昭
和

一
六

・丸
善
、
著
者

浅
野
兼
助

○
日
本
鉱
業
法
原
理

昭
和

一
六

・
日
本
評
論
社
、
著
者

美
濃
部
達
吉

○
鉱
業
法

昭
和
四
〇

・
有
斐
閣
、
著
者

我
妻
栄
、
豊
島
陞

〇
三
菱
鉱
業
社
史

○
筑
豊
炭
田
山
田
附
近
の
地
質
構
造

昭
和
四
六

・
著
者

野
田
光
雄

○
そ
の
他

(鉱
業
原
簿
、
図
面

・
外
)

(添
付
図
表
)

第

一
図

一
～
二
、
炭
層
と
断
層

(略
図
)

第
二
図

本
区
域
の
断
層
状
況

(略
図
)

第

一
表

第
二
表

第
三
表

鉱
区
変
遷
系
統
図

租
鉱
権

(上
山
田
炭
砿
関
係
)

炭
層
と
炭
層
別
枚
利
者
の
状
況
の
例
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